
各地のまちづくりの取組を各まちセン
から皆さんに向けて発信します！

前
田
地
区
は
人
口
や
市
街
化
区

域
が
区
内
最
大
規
模
の
地
域
で
、

前
田
連
町
と
稲
積
連
町
の
2
連
町

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
月
号
で
は
、
地
域
で
活
動
す

る
団
体
・
組
織
等
が
連
携
し
て
、

そ
の
地
域
の
抱
え
る
課
題
を
解
決

し
て
い
こ
う
と
、
両
連
町
が
中
心

と
な
り
設
立
し
た
「
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
」
を
紹
介
し
ま
す
。

　

前
田
ふ
れ
あ
い

ま
ち
づ
く
り
協
議
会　

都
市
化
が
進
み
、
少
子
高
齢
社

会
を
迎
え
る
中
、
地
域
住
民
の
ま

と
ま
り
を
維
持
し
、
潤
い
の
あ
る

生
活
環
境
を
築
い
て
い
こ
う
と
、

連
町
を
中
心
に
各
単
位
町
内
会
、

民
生
児
童
委
員
協
議
会
、
青
少
年

育
成
委
員
会
、
小
中
学
校
な
ど
27

団
体
・
組
織
で
9
月
に
設
立
さ
れ

ま
し
た
。

設
立
後
に
は
、
お
年
寄
り
か
ら

子
ど
も
ま
で
、
世
代
を
越
え
て
連

携
し
、
多
く
の
住
民
が
集
え
る
ふ

る
さ
と
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
敬

老
会
で
子
ど
も
た
ち
も
一
緒
に
お

祝
い
を
す
る
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な

活
動
を
始
め
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は

世
代
を
越
え
た
ふ
れ
あ
い
づ
く
り

の
第
一
歩
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

稲
積
安
全
・
安
心

ま
ち
づ
く
り
協
議
会　

稲
積
連
町
で
は
、「
ま
ち
づ
く

り
は
最
大
の
治
安
」
を
合
言
葉
に
、

住
民
が
安
全
で
安
心
し
て
生
活
で

き
る
環
境
づ
く
り
を
第
一
の
課
題

と
し
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

本
年
度
、
さ
ら
に
そ
の
活
動
を
広

げ
よ
う
と
、
町
内
会
を
中
心
に
、

民
生
児
童
委
員
協
議
会
、
青
少
年

育
成
委
員
会
な
ど
33
団
体
・
組
織

で
10
月
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

設
立
後
の
防
災
訓
練
に
は
約
70

人
が
参
加
し
、
稲
積
公
園
の
緊
急

貯
水
槽
の
使
い
方
、
担
架
な
ど
の

防
災
資
機
材
の
使
い
方
の
説
明
を

受
け
た
後
、
消
防
団
か
ら
心
肺
蘇

生
法
等
を
学
び
ま
し
た
。
安
全
で

安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

参
加
者
は
手
順
な
ど
を
熱
心
に
確

認
し
て
い
ま
し
た
。

両
協
議
会
の
活
動
は
、
地
域
の

連
携
で
さ
ら
に
発
展
・
充
実
し
て

い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

▲敬老会で子どもたちも祝いました

▲心肺蘇生法を学ぶ参加者

2
月
号
は
手
稲
ま
ち
セ
ン
か
ら
。
▲前田まちづくりセンター
☎683-4422　　　　　　　

地
域
の
連
携
で
課
題
を
解
決

〜
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

まちづくりセンター情報

実施日 行事名 会　場 問い合わせ先

1月10日㈬ 新年交流もちつき大会 星置地区センター 星置地区福祉のまち推進センター
☎695-9433

1 月20日㈯ 稲穂連合町内会新春百人一首大会 稲穂会館 稲穂金山まちセン ☎684-4020

まちづくりセンターから、イベントなどの情報をお届け
します。参加ご希望の方はお問い合わせください。
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